
鎌倉市スマートシティ
官民研究会WS

2023年 1月 20日
神奈川県 鎌倉市 共生共創部 政策創造課

鎌倉市民の人流分析・可視化から考える



①登る山
（目標の共有＝目線合わせ）

頂上
（課題）

③登る
（共創＝信頼）

②登山者に
（合意形成＝自分ごと化・納得感）

登頂
（④目標の達成）

市民、企業、大学、行政

⑤Well-Being向上・このWSは、スマートシティサービスのユースケースを共創していくキックオフとして開催

・構想に位置付けた、リーディングプロジェクトの目標と会員の皆さんの活動目標との目線合わせがゴール

１ WSの目的
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２ 鎌倉市スマートシティ構想 鎌倉市を取り巻く環境（特有の課題）

✓ 今後、急速な人口減少や少子高齢化、
そして生産年齢人口の減少傾向が続く

✓ 高度経済成長期に大量に造成された
丘陵住宅地（人口密集地）が大規模な
ものだけでも６箇所存在し、都市型の
少子高齢化が市民生活の質の低下を
招き、本市のあらゆる課題のベースと
して影響を及ぼす

✓ 右肩上がりの高度経済成長期を前提
にした現在の社会システムでは、この
先の時代を乗り切ることができない

✓ 共生社会を実現するためには子ども、
障害者、高齢者等のいわゆる社会的弱
者の「安全・安心」「健康」などを守るこ
とがこれまで以上に求められる

✓ 三方を山に、一方が海に開けた豊かな
自然景観に加え、多くの社寺をはじめ
とした文化的・歴史的遺産が特徴

✓ 近年、台風等の自然災害の激甚化によ
り、鎌倉の地理的な脆さを再認識

✓ 令和元年の台風15号では、多数の倒
木、がけ崩れのほか、大規模な停電や
貴重な文化財の毀損等が発生15号で
は、多数

✓ 年間2,000万人近い観光客＊が来訪
することにより、深刻な交通渋滞や緊
急車両の到着遅延などが発生し、市民
生活に不利益や不便、不安を与えてい
る

✓ 外国人を含む多様な人の滞在により、
ごみの減量や災害時対応など、様々
な場面で観光客との共生が課題と
なっている

✓ さらに、ウィズ/アフターコロナ＊を見
据え、観光客と市民双方の安全・安心
の確保がこれまで以上に求められる

人口減少・超高齢化 ＊ 観光・交通の適正化

気候変動と災害激甚化

※浸水被害のイメージ画（鎌倉市津波シミュレーション動画）

※令和元年台風15号倒木の現場写真
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市民と企業等（テクノロジー）の
共創で課題を見える化し、

みんなで解決する

20502030現在

スマートシティの取組によって
市民のQoLとまちの魅力を向上

時間の経過とともに
市民のQoLとまちの魅力は低下

「まち」の

エンパワーメント＊

「ひと」の

エンパワーメント

市民のQoL
まちの魅力

「持続可能なまちづくり」に向けた好循環モデルを創出

３ 鎌倉市スマートシティ構想 「ひと」や「まち」のエンパワーメント
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４ 本日のテーマ

市民目線の暮らしやすさ

【リーディングプロジェクト】

“市民がちょっと出かけたくなる”
をテーマにスマートシティサービスのユースケースを考えます



５ 地域の持続性と自家用車への依存（その１）

6

資料提供：横浜国立大学特任准教授 有吉亮様
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５ 地域の持続性と自家用車への依存（その２） 資料提供：横浜国立大学特任准教授 有吉亮様
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５ 地域の持続性と自家用車への依存（その３） 資料提供：横浜国立大学特任准教授 有吉亮様
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６ 人々のお出かけが地域にもたらす波及効果：消費行動（その１）

資料提供：横浜国立大学特任准教授 有吉亮様
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６ 人々のお出かけが地域にもたらす波及効果：活動のはしご（その２）

資料提供：横浜国立大学特任准教授 有吉亮様
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６ 人々のお出かけが地域にもたらす波及効果：健康増進（その３）

資料提供：横浜国立大学特任准教授 有吉亮様
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市民がちょっと出かけたくなる

災害対策の充実
環境との共生
（脱炭素など）

賑わい・交流
（地域経済など）

健康・医療
（健康リスク）

公共交通の維持

コロナ 高齢化

ユースケースを考える

安全・安心
（三密など）

渋滞・混雑

移動不便
（ラストワンマイル）

など

６ 人々のお出かけが地域にもたらす波及効果

観光客との共生



７ コロナ前後の意識・行動の変化（その１） 新型コロナ感染症の影響下における生活行動調査（国土交通省）より
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■ 新型コロナ感染者数の増減に関わらず、
・テレワークや自宅周辺の活動が定着

【調査結果】

■ 人々が求める都市施策として、
・ゆとりある屋外空間の充実
・自転車や徒歩で回遊できる空間の充実

へのニーズが引き続き高い
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７ コロナ前後の意識・行動の変化（その２）

■週１日以上テレワークを実施する層については、新型コロナ流行前と比較して増加し定着

■週１日以上テレワークを実施する層は、デメリットを感じる人の割合が低下
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７ コロナ前後の意識・行動の変化（その３・最も頻繁に訪れた場所）

■「外食」や「趣味娯楽」、「軽い運動、休養、育児」では、自宅周辺での活動が新型コロナ感染症流行前と比較して
増加し定着
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７ コロナ前後の意識・行動の変化（その４）



７ コロナ前後の意識・行動の変化（その５・週当たりの外出日数）
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７ コロナ前後の意識・行動の変化（その６・週当たりの外出日数）
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７ コロナ前後の意識・行動の変化（その７）
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７ コロナ前後の意識・行動の変化（その８・意識調査）
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【他の項目】
・交通事故の心配がな
いこと
・所要時間が短いこと
・所要時間を正確に予
測できること
・交通費が安いこと
・肉体的負担が少ない
こと
・乗換えや乗継ぎがし
やすいこと
・移動中に他のやりた
いことが実行できるこ
と
・快適であること
・利用するのが楽しいこ
と
・プライバシーが守られ
ていること



７ コロナ前後の意識・行動の変化（その９・意識調査）
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街なかで充実させたい取組



行政のICT化
スマートシティ（狭義）

（共助×DX）
デジタルガバメント
（行政×DX）

●内部業務の効率化 ●市民のQoL向上
●地域経済の活性化

公共調達（公助）の領域

官民連携（垂直）
公共調達以外（共助）の領域

官民共創（水平）

～ICT化とDXは違う。DXはデジタルの導入に合わせて組織や役割、まちのリデザインが必要～

スマートシティ（広義）

●市民の利便性向上
●業務の生産性向上

鎌倉市スマートシティ構想の対象領域
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鎌倉市のDXの取組（デジタルガバメント、スマートシティ）

行政マネジメント課、デジタル戦略課の領域

参考資料１



サービス
（公共）

鎌倉市
（事務局）

地元企業・団体
（パートナー会員）

市民・関係人口

企業等

サービス
（準公共・民間）

大学
（パートナー会員）

企業等
（一般会員）

官民共創
（水平）
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【①パートナー会員（会議開催）】
市と共に
鎌倉市スマートシティを主体的に推進

スマートシティ官民研究会

官民連携
（垂直）

【②事業化分科会等】
会員間の連携を促進

スマートシティ庁内検討委員会

オープン
データ等

オープン
データ・知見等

拡
張

スマートシティ庁内検討委員会及び官民研究会の位置づけ 参考資料２


